














研究がなされてきた（Hoskisson & Hitt, 1990; Chatterjee & Wernerfelt, 1991; Palich et al., 
2000）。しかし、そうした産業間多角化研究が行われている一方で、産業内多角化に関する
研究はほとんど行われてこなかった（Stern & Henderson, 2004; Li & Greenwood, 2004）。
　近年では、産業内多角化は経営戦略の文脈においても解き明かすべき重要な問題として捉
えられている（Park & Jang, 2012）。多くの産業間多角化研究は大企業あるいは十分な多角



















角化と業績の関係性は不明瞭なままであるからである（Li & Greenwood, 2004; Stern & 













































Henderson, 2004; Li & Greenwood, 2004; Tanriverdi & Lee, 2008）
　産業内多角化研究では多くの研究の分析単位は製品レベルであり、企業は単一産業で異な
る製品カテゴリーを持つことで産業内多角化による利益を享受することを発見した（Kor & 
Leblebici, 2005; Tanriverdi & Lee, 2008）。これは、単一産業の複数の製品ラインやビジネ
スで、関連・共通している資源の活用は範囲の経済によるシナジーをもたらすとされている
ためである（Davis & Thomas, 1993）。また、企業が産業内多角化を実行する最も主要な原
動力は、無形資産を利用することで市場の不完全性を克服する機会を得られるからである














業内多角化はあまり区別されてこなかった（Siggelkow, 2003; Park & Jang, 2013）。それは
産業内多角化と産業間多角化が同じ資源ベース論をもとに議論されてきたためである。資源
ベース論では企業は価値があり、希少で、模倣困難性が高く、代替不能な資源を蓄積し、そ




































し、製品コストを下げるあるいは製品価値を向上させている（Gupta & Govindarajan, 
1986）。しかし、産業内多角化において多角化のレベルが低い場合には範囲の経済の効果は
制限されると言われている（Zahavi & Lavie, 2013）。同じ従業員、技術、市場資源で作ら
れたものはその機能が重複しやすくなるため、企業が新しい製品を出した場合にその類似性
が高いと、補完的な関係にならず共食いを生じさせることになる（Cottrell & Nault, 2004; 















の論文とした。それらは、With-in-industry (diversification), Intra-industry (diversification), 
product diversification である。最終的にその中で産業内多角化に焦点を当てて研究を行っ

































































































































































とめた概念モデルが図 1 である。本モデルは産業内多角化戦略と業績の関係性（1 → 4）に
関する研究と、産業内多角化と業績の関係性をモデレートする要因の研究（1 → 4（2），


































































































に与える影響を分析している（Han et al., 2013）。












































る（Dierickx & Cool, 1989）。そのため、競合から模倣されにくい独自の地位を築くことが
でき業績を向上させる。しかしながら、尖度が高い技術は同時にコア・リジディティをもた














































（Chang & Hong, 2000）。また、企業が多角化して複数のビジネスユニットを所有している
場合に、各ビジネスユニットは各々の最適化を目指すため、必ず調整コストが発生する







要因として経営者の経営のタイプや、報酬などのインセンティブがある（Hoskisson & Hitt, 
1990）。経営者のタイプは、企業がどちらの多角化を行うかに影響を及ぼすと推測される。
例えば、外部経営者の場合、経営者は解雇リスクを分散させるために産業間多角化を選択し


















































































































る（i.e., Li & Greenwood, 2004; Stern & Henderson, 2004; Tanriverdi & Lee, 2008; Zahavi 
& Lavie, 2013）。ハイテク産業では、技術資源が企業の競争優位の構築に重要であるため
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